
１８年同時改定に対応し信頼と業績を築く　　
老健施設の在宅復帰・在宅療養支援の実際

住　所

法人及び
施設名

T E L F A X e-mail

参加者氏名 所　　　属 参加者氏名 所　　　属役　　　職 役　　　職

〒
スーパー老健取得と信頼を築く在宅復帰・在宅療養支援セミナー　申込書

申込日　　平成　　　年　　　月　　　日 FAX.03-6228-5996

 
〒104-0061　東京都中央区銀座7-2-22　銀座同和ビル2F
TEL：03-6228-5995   FAX：03-6228-5996   E-mail：info@hifsk.co.jp

ＨＭＳ会員の方は､会員区分に　を付けて下さい。
□ 法人会員   □ 個人会員   □ 購読会員
※参加料は　　　　月　　　日送金します。
※入金照合のために口座名義を下記にご記入ください。 
振込名義　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
振込先:三井住友銀行　本店営業部　普通預金　７５７７１６２　
名義：ホケンイリョウフクシサービスケンキュウカイ

スーパー老健取得と信頼を築く在宅復帰・在宅療養支援セミナー

～新設されたスーパー老健（超強化型）をめざし、稼働を落とさないベッドマネジメント
　　　　　　　　家族機能を最大限に生かした信頼される老健施設の在宅復帰・在宅療養支援ノウハウを解説指導～

「スーパー老健」の取得に向けて・・・「超強化型」と「その他型」では年間５０００万円以上の収益差に拡大！！

老健施設にとって大改定となった２０１８年介護報酬改定の重点施策の解説から、2021年介護報酬改定で行われる老健施設改革をズバリ展望！！
唯一日本だけにあり、世界にない老健施設（中間施設）の存在意義と国が期待するあるべき老健施設の機能構築や今後の経営戦略を徹底解説！！

5月11日（金）

※希望の方は□を付けてください。　□ CD受講希望　□ 無料個別相談

開催日

会　場

平成30年 5月11日㈮
PM1:00～PM6:00

　銀座同和ビル2F（HMSセミナールーム）

 田 中  優至氏 小池　環   氏 石峯　なほみ氏

東京都中央区銀座7-2-22　TEL 03-6228-5995

参加料 ※参加料には資料・
　飲食代を含みます。24,300円HMS会員

（法人・個人会員）

【税込】

（22,500円    1,800円）
本体価格 消費税 【税込】 本体価格 消費税 【税込】 本体価格 消費税

25,650円（購読会員） （23,750円    1,900円） 27,000円 一　　  般 （25,000円    2,000円）

ム
ラ
グ
ロ
プ Ⅱ. １８年改定で大きく評価された支援相談員の新たな役割と

　　　　　　　　　　　　家族機能を生かした効果的な在宅復帰・在宅療養支援の進め方
～利用者・家族・ケアチームの信頼を築く支援相談員の朝の対面・家族面談とＳＷの専門性を発揮した在宅復帰支援、ベッドマネジメントの実際～

     Ⅰ .. ２０１８年同時改定に対応した老健施設の新たな経営戦略と
　　　　　　　　　　　　　　　　全職員参加の在宅復帰・在宅療養支援の進め方

～施設類型の抜本見直しのチャンスを生かしスーパー老健（超強化型）取得に向けた対応の具体策～

PM1:00

PM3:20
▼

PM3:30

PM4:30
▼

PM4:30

PM5:30
▼

PM5:30

PM6:00
▼

保健・医療・福祉サービス研究会　教育事業部　高齢者福祉主任研究員 (社会福祉士・介護支援専門員)　小池　    環 氏

保健・医療・福祉サービス研究会　教育事業部　高齢者福祉主任研究員 (社会福祉士・介護支援専門員)　小池　    環 氏

Ⅲ. ご家族重視の老健施設運営で進めるスーパー老健（超強化型）取得と
　　　　　　　　　　　　          　家族ケア、家族会を生かし信頼される老健施設づくり

Ⅳ. 全体討論・全体質疑

～ご家族と二人三脚のケアの取り組みの実際と効果的な在宅復帰・在宅療養支援を実現する家族会運営の進め方～

保健・医療・福祉サービス研究会　経営指導部介護教育アドバイザー (介護福祉士・介護支援専門員)　石峯 なほみ 氏

保健・医療・福祉サービス研究会　経営指導部介護教育アドバイザー (介護福祉士・介護支援専門員)　石峯 なほみ 氏

保健・医療・福祉サービス研究会　代表　田中　優至 氏

保健・医療・福祉サービス研究会　代表　田中　優至 氏

　創設から約30年経過した老健施設は、全国に4200ヶ所以上が整備され、我が国の障害や病気を抱える高齢者福祉に大きく貢献してまいりました。しかし、一方では、老健施設の本来
機能である在宅復帰、在宅療養支援が発揮されてないことが指摘され、この度の２０１８年介護報酬改定では、約5割強の在宅復帰やリハビリ機能がなく、地域で老健施設としての役割を
果たしていない老健施設をどうするかが大きな課題となりました。そこで、厚生労働省は、老人保健健康増進等事業における調査分析結果を踏まえ、施設類型の抜本見直しを行い、基本
型と強化型の2類型としました。そして報酬上は、①超強化型、②強化型、③加算型、④基本型と在宅復帰をはじめとする老健施設としての機能がない⑤その他型老健と5種に分類し、そ
の他型のみならず基本型においては、2021年介護報酬改定でその存在が問われることになりました。そこで、本セミナーでは、施設類型の抜本見直しとなった２０１８年介護報酬改定を
チャンスと捉え、多様な新要件の中でスーパー老健（超強化型）取得をめざす老健施設の新たな取り組みについて、老健施設経営、支援相談員、家族会運営の立場で具体的に解説いた
します。入所ベッドの稼働を落とさないスーパー老健（超強化型）取得をめざされる老健施設の経営幹部、支援相談員、介護現場指導者の皆様のご参加をお待ち申し上げます。

hifsk100
スタンプ


